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ASEAN 事務局内への ASEAN プラス３ユニットの設置など ASEAN プラス３
協力の進展にとって重要なメカニズムの強化，である。
　12月14日，ASEAN プラス３諸国とオーストラリア，ニュージーランド，イン
ドの16カ国が出席する第１回東アジア・サミットが開催され，今後の方向性を示
すクアラルンプール宣言を採択した。宣言では，まず共同体の理念として，東ア
ジア首脳会議がこの地域における共同体の形成に重要な役割を果たしうるとの見
方を共有し，ASEAN 共同体を形成する努力を支持する必要性を認識した。
　そして，共同体の目的として，⑴東アジアにおける平和，安定および経済的繁
栄の促進を目的とした対話を行うためのフォーラムとして，東アジア首脳会議を
設置する，⑵この地域における共同体形成を推進する東アジア首脳会議の努力は，
ASEAN 共同体の実現と整合的に，かつ，これを強化するとともに，進化する地
域枠組みの不可分の一部を形成する，⑶東アジア首脳会議は開放的，包含的，透
明かつ外部志向のフォーラムである，⑷東アジア首脳会議においては，グローバ
ルな規範と普遍的に認識された価値の強化に努めるとともに，ASEAN が東アジ
ア首脳会議の他の参加国と連携しつつ，その推進力となる，等が明記されている。
　また具体策として，⑴公正，民主的かつ調和的な環境のなかで平和的に共存す
るための，政治・安全保障上の問題についての戦略的対話と協力の促進，⑵技術
移転，インフラ整備，キャパシティ・ビルディング，良い統治，人道支援，金融
協力の推進，貿易・投資の拡大・自由化を通じた開発，金融の安定，エネルギー
安全保障，経済統合と成長，貧困撲滅と開発格差是正の促進，⑶相互信頼・連帯
醸成のための文化的理解の深化，国民生活・福祉向上のためのさらなる協力の促
進，環境保護，感染症予防および自然災害被害の軽減，が盛り込まれている。
　最後に，東アジア首脳会議の形態として，⑴同会議への参加は ASEAN が設
定した参加基準に基づく，⑵同会議は定期的に開催される，⑶同会議は ASEAN
議長国が主催し，議長を務め，年次 ASEAN 首脳会議の直後に開催される，⑷
東アジア首脳会議の形態は ASEAN と他の全参加国によって再検討される，の
４点が決定され，第２回会議は2006年12月にフィリピンで開催されることになっ
た。
ASEAN――第１回東アジア・サミットの意義と課題
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2006年の課題
　東アジア・サミット開催が2005年の最大の成果だとすると，そこで明らかにさ
れた問題が2006年の課題となる。早急に対処すべき課題は以下の３点である。
　第１は，東アジア・サミットと ASEAN プラス３会議の役割分担を明確化す
ることである。８年以上の歴史を有し具体策が先行する ASEAN プラス３に域
外３国を加えて始動する東アジア・サミットは，宣言では「重要な役割」を与え
られているとはいえ，具体的に何を議論し，どのような役割を担っていくのか，
その性格づけに具体性はなく，曖昧なままである。今後両機構をどのような補完
的関係にしていくのか慎重な議論が必要である。
　第２は，東アジア共同体の概念が明確でない点である。東アジアはどの地域な
のか，どこまで地域統合をめざすのか，といった問題が残されている。とくに，
ロシアとアメリカの参加問題は今後避けて通れないであろう。ロシアが2006年か
ら参加する場合，より一層東アジアの範囲が曖昧になる恐れも出てくる。この問
題は参加国限定派と拡大派という対立構図が影響していることから，その解決に
は困難さが予想される。ASEAN 内部の参加国限定派（マレーシア，フィリピン，
ミャンマー，ラオス）と拡大派（インドネシア，シンガポール，ベトナム）との対
立のみならず，地域の覇権を求めつつ域外国を排除したい中国とその中国を警戒
し，域外国を取り込みバランスを図ろうとする日本とのリーダーシップ争いが影
を落としているからである。拡大派の主張には，ASEAN 以外の国も議長国を務
めるなど参加国が対等の立場での参加を望む声が強いだけに，今後の調整作業が
難航する可能性が高い。
　第３は，ASEAN 方式の見直しが必要であろう。今回のサミット開催をめぐる
ASEAN の調整能力は著しく限定的であった。ASEAN を代表してきたインドネ
シアの国内情勢が不安定であり，テロや経済停滞の状況が継続する場合，リーダ
ーシップの求心力が失われる可能性も出てくる。今回，2007年の ASEAN プラ
ス３会議においてサミットの将来像の提示が決定されているが，共同体設立まで
のロードマップを作成しうるかどうか，ASEAN の手腕が試される。
　日本と中国が互いに牽制し，地域主義の推進が日中リーダーシップの確執に影
響されないためにも，運転席を確保する ASEAN の調整能力が問われることに
なる。とくに，ミャンマー問題に対する「建設的関与」と「ASEAN 憲章」は「新
生 ASEAN」の誕生に大きく貢献することになるだけに今後の進展が注目される。
  （南山大学教授）
